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北
辰
会
関
東

支
部
の
皆
様
に

は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
熱
心
な
北

辰
会
活
動
に
対

し
敬
意
を
表
し

ま
す
。

私
は
Ｓ
４１
年
電

気
科
卒
業
で
柔
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
北
辰
会

活
動
は
母
校
創
立
９０
周
年
の
当
番
幹
事
長
を
仰
せ
つ
か

っ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

さ
て
、
母
校
は
昨
年
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
、
北

辰
会
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
の
建
設
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
購
入
・
北
辰
会
の
改
修
と

い
う
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
金
は
山
田
奨
学
会
・
科
学
研
究
奨
学
会
と

記
念
事
業
の
募
金
で
ま
か
な
い
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め

て
母
校
・
北
辰
会
の
歴
史
と
伝
統
を
強
く
感
じ
る
と
と

も
に
会
員
皆
様
方
の
ご
協
力
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

関
東
支
部
５０
周
年
記
念
総
会（
２
年
後
）は

１
０
０
名
参
加
を
目
標
に
！！

新
会
長
あ
い
さ
つ

北辰会会長　　森　一政

２
年
後
に
我
が
関
東
支
部
は
５０
周
年
を
迎
え
ま
す
。節

目
の
５０
周
年
と
し
て
記
念
行
事
を
企
画
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。記
念
総
会
と
し
て
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

記
念
行
事
の
内
容
は
こ
れ
か
ら
実
行
委
員
会
を
つ
く

り
企
画
し
ま
す
。そ
こ
で
２
年
後
５０
周
年
の
参
加
人
員
を

１
０
０
名
目
標
と
し
そ
の
た
め
に
は
今
年（
４８
期
）の
総
会

の
目
標
を
８０
名
、来
年（
４９
期
）は
９０
名
を
予
定
し
た
い
と

幹
事
会
で
決
め
ま
し
た
。

５０
周
年
実
行
委
員
会
設
立（
案
）

５０
周
年
行
事
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
実
行
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
は
各
年
代
よ
り
選
び
２
年
間
に
わ
た
り
５０
周

年
記
念
総
会
の
準
備
に
携
わ
って
い
た
だ
き
ま
す
．事
務
局

は
支
部
事
務
局
が
兼
務
し
ま
す
。

実
行
委
員
に
は
各
年
代
よ
り
２０

名
〜
３０
名
の
方
に
お
願
い
す
る

予
定
で
す
。

実
行
委
員
会
の
組
織
は
関
東
支

部
組
織
に
重
複
さ
せ
、役
員
は

全
員
委
員
と
し
そ
の
ほ
か
に
学

年
別
に
委
員
を
出
席
率
が
高
い

方
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま

す
。高

校
ロ
ボ
コ
ン
を

応
援
し
ょ
う

昨
年
１１
月
１５
日
に
横
浜
文
化

体
育
館
で
１
３
１
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
全
国
高
校
ロ
ボ
ッ
ト
競

技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

我
が
母
校
か
ら
は
倉
工
１
号
、２

号
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
、倉
工
２

号
が
９
位
と
惜
し
く
も
入
賞
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
今
年
の
全

国
大
会
は
つ
く
ば
市
で
１１
月
２１

日（
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。

福
岡
大
会
で
勝
ち
抜
き
全
国
大

会
に
出
場
し
た
暁
に
は
関
東
支

部
と
し
て
会
員
に
応
援
を
呼
び

掛
け
ま
す
。

関
東
支
部
同
窓
会
の
ご
案
内

支
部
長　
　
　
　

野
見
山
誠
一　
　

昭
３
６
年
電
気

副
支
部
長　
　
　

段
原　

一
義　
　
　

３
５
年
工
化　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

石
黒　

幸
二　
　
　

５
５
年
設
備

事
務
局
長　
　
　

兼
築　

良
介　
　
　

５
５
年
設
工

幹
事　
　
　
　
　

国
広　

敬
明　
　
　

３
４
年
電
気　
　

　
　
　
　
　
　
　

村
田　

一
美　
　
　

３
６
年
電
気

　
　
　
　
　
　
　

高
辻　

新
生　
　
　

３
６
年
電
気

　
　
　
　
　
　
　

松
井　

国
昭　
　
　

３
８
年
電
気　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

中
村　

洋
人　
　
　

４
０
年
機
工　
　

　
　
　
　
　
　
　

川
路　

謙
一　
　
　

４
０
年
工
化　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸　

一
巳　
　
　

４
７
年
機
械　

　
　
　
　
　
　
　

二
宮　

扶
実　
　
　

４
８
年
工
化　
（
新
）　

　
　
　
　
　
　
　

豊
嶋　

一
喜　
　
　

４
９
年
機
械　

　
　
　
　
　
　
　

寺
島　

寛
司　
　
　

５
５
年
設
備　

　
　
　
　
　
　
　

友
尻　

圭　
　
　

平
成
元
年
電
子　

　
　
　
　
　
　
　

賀
美　

敦
史　
　
　
　

６
年
電
子　
　

　
　
　
　
　
　
　

道
下　

忍　
　
　
　
　

８
年
電
子　

　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

慧　
　
　
　

１
９
年
電
子
機
械
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　

本
田　

克
知　
　
　

１
９
年
電
子
（
新
）

会
計
監
査　
　
　

村
上　

重
幸　
　
　

３
６
年
電
通　
　

北
辰
会
関
東
支
部
顧
問
会　

名
簿

最
高
顧
問　
　
　

佐
々
木　

章　
　
　

１
７
年
電
気

顧　

問　
　
　
　

村
上　

英
男　
　
　

２
５
年
機
械　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

坂
田　

耕
一　
　
　

２
５
年
機
械　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

明
田　

喜
八　
　
　

２
６
年
工
化

　
　
　
　
　
　
　

山
口　

善
司　
　
　

２
８
年
機
械　
（
異
動
）

　
　
　
　
　
　
　

吉
橋　

伸
直　
　
　

２
８
年
電
気　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

鋤
崎　

久
範　
　
　

２
９
年
電
気

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

正
昭　
　
　

３
０
年
電
気　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

北
辰
会
関
東
支
部
役
員
名
簿   

平
成
22
年
7
月
3
日

で
す
。
ま
た
こ
の
周
年
事
業
で
の

在
校
生
の
規
律
正
し
い
行
動
や
元

気
さ
に
は
、
私
を
含
め
多
く
の
人

が
感
動
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
母

校
へ
の
想
い
を
強
く
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

関
東
支
部
の
皆
様
方
も
北
九
州

に
帰
省
さ
れ
た
際
に
は
，
是
非
母

校
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
現
在

の
学
校
の
状
況
を
見
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
昨
年
の
１
月
に
長
野

会
長
が
突
然
体
調
を
崩
さ
れ
，
急

遽
私
が
会
長
代
行
を
仰
せ
つ
か
り

こ
の
１
年
、
周
年
事
業
等
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
忙
し

さ
や
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。

こ
の
度
会
長
と
い
う
重
責
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
篭
原
先

生
に
副
会
長
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
他
の
三
役
も
全
員
留

任
と
い
う
こ
と
で
長
野
会
長
が
目

指
し
た
「
活
発
な
北
辰
会
」
に
向

け
て
、
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
ま
だ
ま
だ
北
辰
会
で
は
若

輩
の
身
、
長
野
会
長
の
よ
う
に
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
な
く
、
不
安

を
抱
え
て
い
る
の
が
本
音
の
と
こ
ろ

で
す
。

も
と
よ
り
北
辰
会
は｢

同
窓
の
親
睦

の
場｣

と
「
母
校
へ
支
援
」
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
が
今
後
と
も

会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
関

東
の
活
動
を
参
考
に
し
な
が
ら
こ

の
目
的
に
向
か
っ
て
全
力
を
尽
く
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
関
東
支
部

の
益
々
の
ご
発
展
を
御
祈
念
申
し

上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

 

７
月
３
日（
土
）

16
時
受
付
開
始（
16
時
30
分
開
始
）

日  

時

銀
座「
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
」

サ
ッ
ポ
ロ
銀
座
ビ
ル
９
Ｆ

電
話
０
３‐

３
５
７
１‐

５
３
７
１

地
下
鉄
銀
座
駅 

Ａ‐

４
出
口
よ
り
直
通

場  

所

男
性（
昭
和
生
）８
，０
０
０
円

男
性（
平
成
生
）５
，０
０
０
円

女
性　
　
　
　

４
，０
０
０
円

新
社
会
人　
　

無
料

会  

費

●
出
欠
の
お
返
事
は
６
月
20
日（
日
）

   

ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
別
企
画
本
校
１
１
０
周
年
行
事
、

記
念
体
育
会
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
。

ご
来
賓
は
山
本
久
信
校
長
、赤
穂
寛
典
先
生
、中
村
達
志
先
生
、篭
原
北
辰

会
副
会
長（
前
校
長
）坂
田
事
務
局
長
の
予
定
。

第46回関東支部同窓会 平成20年7月5日第46回関東支部同窓会 平成20年7月5日

　　

第
４７
期 

会
計
報
告

　　　　　収入 　　　　　　支出
　　　　　項目 　　金額 　　　　  　項目 　　金額
前期繰越金 536,296 総会費
年会費（120名） 240,440 　　会場費 290,000
【振込手数料差引】 　　新卒生歓迎会費 61,000
総会参加費 429,000 　　諸経費 25,064
寄付 46,000 　　来賓交通費 50,000
総会会場カンパ金 58,110 支部報・封筒他印刷費 94,006
預金利息 190 発送・受け取り通信費 100,930

本部総会祝儀・広告費 40,000
諸経費 2,740
次期繰越金 646,296

合計 1,310,036 1,310,036
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●ホームページ掲示板の活用を   昨年スタートして以来閲覧者は２４７５名になりました。同窓会活動が活発になれば内容も充実できます。掲示板は誰でも気軽にニックネームで書き込み
                                               　  できるのでなんでもかまいませんので書き込んでください。ただしルールとして個人に対する誹謗中傷は禁止されています。

●フルカラー高速印刷機オルフィス使用　編集・印刷はＲＩＳＯＳＴＵＤＩＯ虎ノ門店（０３－５４７２－７０９１）が担当

Ｘ
Ｏ
Ｂ
・
Ｌ
Ｉ
Ａ
Ｍ

平成21年　同窓会出席者名簿（2009年7月4日）
来賓は 篭原校長、中村達志先生、長野会長、坂田事務局長 （敬省略）

北辰会関東支部ホームページを開設しました 又は
http://www.geocities.jp/kurakoukantou

北
辰
関
東
ゴ
ル
フ
は

秋
と
春
に
！

今
年
の
秋
ゴ
ル
フ
は
大
利
根
Ｃ
Ｃ

か
東
松
山
Ｃ
Ｃ
で
す
。ど
ち
ら
も

名
門
コ
ー
ス
で
す
が
感
謝
デ
ー
を

利
用
予
定
。４
〜
５
組
で
の
コ
ン

ペ
開
催
が
目
標
で
す
。

歴
史
散
策
会
は
相
乗
り

で
楽
し
も
う

今
年
か
ら
自
由
度
の
高
い
、Ｊ
Ｒ「
駅
か

ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」や
優
し
く
解
説
し

て
く
れ
る
先
生
の
案
内
が
つ
く
、か
ん

も
ん
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の｢

歴
史
散
策
会｣

に
相
乗
り
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

具
体
的
な
企
画
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。

ク
ラ
ス
会
、職
場

同
窓
会
、野
球
・

ラ
グ
ビ
ー
等
Ｏ
Ｂ

会
集
ま
れ
！

各
地
で
随
時
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
そ
の
代
表
幹
事
さ
ん
の

大
集
合
を
企
画
す
る
。代
表

幹
事
さ
ん
の
名
前
を
出
欠
は

が
き
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

新
平
成
生
歓
迎
会

を
し
ま
し
た
。

５
月
15
日
新
橋
サ
ロ
ン
で
今

年
卒
業
し
た
新
社
会
人（
17

名
参
加
）の
歓
迎
会
を
し
ま

し
た
。

恒
成
先
生
、篭
原
前
校
長
、

支
部
役
員（
11
名
）の
計
30

名
、大
盛
会
で
し
た
。

藤
井
武
氏

（
昭
２８
年
機
械
卒
）
か
ら

寄
贈

創
立
８０
周
年
誌
、９０
年
誌
、

１
０
０
周
年
誌
、名
簿（
平
成

２
年
、１２
年
）計
５
冊
の
寄
贈

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。総
会

時
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

記
念
講
演
会
の

開
催

同
窓
会
に
ふ
さ
わ
し
い
ミ
ニ

講
演
会
を
企
画
し
ま
す
。

で
き
れ
ば
同
窓
生
、学
校
関

係
で
自
薦
、他
薦
で
講
師
を

求
め
ま
す
の
で
ア
ン
ケ
ー
ト

に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈近況〉 
Ｓ20・機械　　宮崎真一郎　　老人会会長で社会奉仕として忙しく立ち動いています。
Ｓ21・電気　　松崎　尚支　　足の切断から奇跡的復帰。ダンス、カラオケに熱中　　　
Ｓ32・電通  　 長谷川哲夫　　古稀の野球を楽しんでます。
Ｓ34・電気　　乙部　紀満　　この時期はＩＳＯ審査で出席不可。幹事の皆さんに感謝
Ｓ35・電通　　徳丸　昌幸　　新宿で年２回の飲み会を１０人位で毎年やってます。
Ｓ36・電気　　松山　祐治　　月１回の趣味の会（男のグルメ）に参加
Ｓ36・電気　　赤瀬　文隆　　街おこし事業参画。地域人脈ができつつあり
Ｓ36・電気　　中野　　弘　　級友と２カ月毎美術館・博物館　自己では太極拳・四国巡礼
Ｓ36・機械　　桝谷五十六　　定年後｢田浦青少年自然の家｣管理業務で出席できず
Ｓ40・電気　　三宅　正信　　現在　札幌に住んでいます。
Ｓ41・機工　　角　　邦明　　定年後３年経過、前向きになんでもチャレンジ中
Ｓ46・工化　　辛島　邦彦　　不況下の厳しい対応に繁忙を極めています。
Ｓ47・電子　　永松　一男　　毎年本部総会の前日にクラス会を恩師を囲んで小倉で

小倉工業高校同窓会北辰会関東支部 ＹＡＨＯＯ！で検索

卒年 氏名 卒年 氏名 卒年 氏名
Ｓ9機械
Ｓ25機械
Ｓ25機械
Ｓ26機械
Ｓ26工化
Ｓ27機械
Ｓ28機械
Ｓ28電気
Ｓ29機械
Ｓ30電気
Ｓ30工化
Ｓ33機械　
Ｓ34電気
Ｓ34電気
Ｓ35工化
Ｓ35電通
Ｓ36機械
Ｓ36機械
Ｓ36電気
Ｓ36電気
Ｓ36電気

大曲　政則
村上　英男
坂田　耕一
白川　繁利
明田　喜八
石井　善雄
山口　善司
松村　侃
井本　義孝
吉田　正昭
脇山 森四郎
寺岡　洋
足立　博俊
岩丸　靖男
段原　一義
折本　敏之
植村　義之
坂田　智之
松山　佑治
原　和幸
村田　一美

Ｓ36電気
Ｓ36電気
Ｓ36電気
Ｓ36電気
Ｓ36電気
Ｓ36電通
Ｓ36電通
Ｓ38電気
Ｓ40機工
Ｓ42電子
Ｓ43機械
Ｓ43電気
Ｓ43電子
Ｓ44電気
Ｓ44電子
Ｓ47機械
Ｓ48工化
Ｓ49機械
Ｓ50電気
Ｓ54工化

野見山 誠一
福田　七生
白根　眞澄
高辻　新生
黒崎　昇
河井　完治
村上　重幸
松井　国昭
中村　洋人
篭原　裕明
横見　守明
池田　満生
江田　勝義
二宮　隆
松清　博貴
瀬戸　一巳
二宮　扶実
豊嶋　一喜
三重野　著
大串　保浩

Ｓ55設備
Ｓ55設備
Ｓ55設備
H1電子
H2電子
H3電子
H4電子
H6電子
H8電子
H16電子
H19電子
H19電子
H19電子機
H19電子機
Ｈ20電気
H21機械
H21電子
H21電子
H21電子
H21電子

兼築　良介
石黒　幸二
寺嶋　寛人
友尻　圭
別府 伸二郎
川上　晃崇
西村　規正
賀美　敦史
道下　忍
福永　葵
本田　克知
上田　修平
柴田　慧
木山　洋一
松野　竜史
柴田　哲平
尾崎　真生
高田　晃司
藤岡　嵩洋
木脇　真一

卒業年 姓名 〒 住　所
昭３５年電通
昭４３年電気
昭５１年電気
平２１年電子

徳丸　昌幸
石本　孝雄
西本　和成
横山　弘法

197-0802 
655-0048 
161-0033
252-0001 

東京都あきる野市草花１４８４－７
神戸市垂水区西舞子３－１２－１６
東京都新宿区下落合１－３－１６－５０３
神奈川県座間市相模が丘６－３３－３－５１５

〈住所移転〉 

合計 ６１名

今年も33名の新社会人が関東に！

　　 アンケート分析結果（昨年回収した９９名の内訳）
１. クラス会に参加している。　
　　 北九州に帰っている・・・・１７名　　東京でクラス会をしている・・・・１９名
　　 主なクラス会（３２年電通、３４年電通・電気、３５年電通、４７年電子）

２． クラス会があれば参加したい・・・・２０名

３． ホームページを①見ている・・・・３２名　②見ていない・・・・４６名

平成２２年新社会人（関東地区）名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年４月

卒科 氏　　名 就職先
日野自動車㈱
㈱朝日東京プリンテック
㈱牧野フライス製作所
㈱本田技術研究所　
東洋製罐㈱川崎工場
東洋製罐㈱横浜工場
東京電力㈱神奈川支店
㈱トッパンテクノ
東急テクノシステム㈱
㈱日立プラントテクノロジー
㈱日立プラントテクノロジー
㈱本田技術研究所　
日立交通テクノロジー
㈱日立プラントテクノロジー
日本水産㈱
東京電力㈱千葉支店
東京電力㈱千葉支店

機械
機械
機械
機械
機械
電子
電子
電子
電子
電子
電子
電子
電子
電気
電気
電気
電気

川原　拓也
下川　雄介
津田　昌幸
藤田　　充
法貴　政人
中尾　　嵩
中村　敬史
野田　和成
馬場口　健太
松尾　正明
松田　大輝
村田　　智
森田　圭吾
梅野　浩平
塩谷　勇介
瀬戸　　渉
竹﨑　ヒロ史

卒科 氏　　名 就職先
東京電力㈱千葉支店
東京電力㈱東京支店
昭和電工㈱川崎事業所
東京消防庁
㈱日立製作所
㈱日立ハイテクノロジーズ
㈱日立製作所
日立アプライアンス㈱
グローリー㈱
㈱日立製作所
大日本印刷㈱
富士ゼロックス㈱
㈱日立製作所
富士ゼロックス㈱
㈱日立製作所
日本無線㈱

電気
電気
工業
工業
電子
電子
電子
電子
電子
電子
電子
電子
電子
電子
電子
電子

谷村　晃希
中村　拓樹
磯部　未典
加戸　龍太
上田　祐輔
佐村　優樹
澤野　宏貴
白﨑　佳祐
ダイ　夕樹
高須　泰正
東坂　泰陽
廣江　拓哉
渕上　省吾
宮田　章広
山口　雄也
渡邉　香織


